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これまで、あなたが専門分野・博物館関係の研究・調査・発表、または博物館施設等での勤務歴（アルバイト含む）がある場合、その実績等についてまとめたものを作成して、提出してください。

· 様式は自由です。下記様式例を参考とし、状況に応じ項目を設け作成してください。
下記様式例のとおりの表形式でなくとも構いません。
· 枚数に制限はありませんが、できるだけ簡潔に要点をまとめて作成してください。
ただし、提出された資料は原則として返却いたしません。あらかじめご了承ください。
· 氏名及び様式３である旨を明記してください。

【様式例】※作成上の留意点
１　著作物等
専門分野・博物館に関わる論文〔修士論文（卒業論文）を含む〕、著書、報告書、研究発表、図録、年報、紀要、パンフレット等の種別を明記し、その上で内容等を作成するようにしてください。
項目(種別)例　(1)論文
	名　称
	発表年月日
	著者（共著者）
	掲載誌名・内容概要・執筆箇所等

	
	
	
	


· 共著（共同作成、分担して作成したもの等）も含みます。

２　調査活動
	名　称
	調査期間
	調査主体・
調査責任者
	参画の形態（調査員・補助員）・内容概要・担当内容等

	
	
	
	



３　業務実績等
展示、教育普及活動、講演・講義等、業務実績を明記した上で、作成してください。
項目(種別)例　(1)展示
	勤務先(施設名)
	展示名称
	実施年月日（期間）
	業務内容 担当箇所

	
	
	
	


· 展示名称を記入する際、企画展・常設展等の区分を明記してください。
· 勤務先と施設名（または展示した施設)が異なる場合、それぞれ明記してください。
項目(種別)例　(2)教育普及活動
	勤務先(施設名)
	業務名称
	実施年月日（期間）
	実施場所・業務内容・担当箇所

	
	
	
	


· 一連の業務として年間を通じて複数回実施した場合、実施年月日は期間と回数の記述で、実施場所は代表的な場所（施設名・学校等）を挙げていただく記述で構いません。
項目(種別)例　(3)講演・講義・研究発表
	勤務先(施設名)
所属学会など
	演題

	実施年月日（期間）
	実施場所・業務内容・担当箇所（講師名）

	
	
	
	


· 勤務先（施設名）又は所属学会欄は、勤務先の業務または所属学会の発表として行った場合に明記してください。個人として依頼を受け行った場合は、その旨及び、(可能な範囲で)その機関名も明記してください。
· 大学等での講義(授業)も記入して構いません。
· 自ら講演・講義をしたものに限らず、博物館関係施設勤務時に担当業務として外部講師を招き実施したものも記入して構いません。その際、講師名を明記し作成してください。
· シリーズ化して複数回実施した場合の実施年月日は、期間と回数の記述で構いません。

４　その他業績
資料収集・整理、研究等、上記１　著作物等、２　調査等、３　業務実績等に含まれないものについて、活動分野を明示した上で、自身が何を行ってきたのかを具体的に明記した上で、作成してください。
